
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーム賞、個人賞を多数用意しています。お楽しみに！！ 

可也公民館講座が始まりました！ 

 

 

 

 

 

 

 

《楽々ウォーキング》 
  福岡市博物館～百道ウォーキング 
博物館を観た後、海岸沿いと百道緑道を歩きます。 

6 月 20 日 前原駅改札付近9：30 集合                            

    前原駅発 9：53  

 

 

サークルのご紹介 お申込みお問い合わせは公民館まで 

 

 

 

 

 

                              ２０１９年 ６月 １日発行 

                              糸島市立可也公民館  月曜日休館 

                              糸島市志摩初１８番地 

                              電話(ファックス同)３２７－１７３４ 

                              E-mail：kaya.k@city.itoshima.lg.jp 

                               No.１１９号 

公民館だよりは毎月 1日発行です 
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主催：可也校区振興協議会 

今年で7回目となる「三世代交流グラウンドゴルフ大会」を下記の通り開催いたします。 

グラウンドゴルフは、子どもから高齢者の方まで気軽に楽しめるスポーツです。隣近所で声を掛け

合って、たくさんの皆さまのご参加をお待ちしています。 

※参加ご希望の方は、行政区で取りまとめを行いますので、早目にお住まいの行政区の、組長さん

か体育委員さんにお知らせください。申し込み数３２チームになり次第、申し込みを締め切らせて

いただきます。お申込みはお早目に！ 

（大会本部への申し込み締め切りは６／11 午後４時３０分です。） 

日時 ６月23日（日）８：００受付開始  ８：３０開会 

場所 志摩中央公園 予備として可也小学校運動場 

 

 

 

 

 

《ぴかぴかシルバー教室》知って防ごう悪質商法 

契約の成立とはどういう事か？訪問販売や電話勧

誘、通信販売など、様々 

な手口や話術によって、 

契約してしまった場合の 

対処の仕方について学び 

ました。職員さんによる 

寸劇に参加の皆さんも笑顔で楽しく 

で学ぶ事ができました。 
 

《男厨喰楽部》 旬を食べよう「筍づくし」 
食材の買い出しから調理まで、楽しく料理を学びま

す。参加の男性からは、妻が 

病床の時にこの講座を知り 

料理を覚える事ができ助かり 

ました。とお声を寄せて頂き 

ました。６月は「本場イタリア 

料理」に挑戦！楽しみですね！ 

 

 

《ダーツクラブ kaya》 
今年は２０名を超す申し込みがあり、月１～２回和

気あいあいと活動しています。ダーツ kaya では、

約３種類のゲームをしますが、集中力と暗算がプレ

ーヤーにとってとてもいい効果を生んでいるよう

です。新しいゲームを取り入れたり、年に１，２回

の景品を懸けたコンペや市内他校区との交流戦な

ど工夫をしながら楽しく活動しています。 
 

 

次回は 

メイリ太極拳 
中国の技術で、二胡の民族音楽の流れる中、悠々
とした動きで緊張した身体をほぐし心も身体も和
らげます。認知症の予防にもなりますよ！ 
毎月第１，２，３金曜日 中研修室 講師：久本小夜子 
              公認太極拳A級指導員 

13:30～15：00       日本武術太極拳４段 

                   

 

南京玉すだれの会 
江戸期から続く日本の伝統芸能のひとつで、小型の
竹製のすだれを唄に合わせて踊りながら変化させ、
自在に操り見る者を魅了します。 
 毎月第２、４金曜日 13：00～15：00 和室  
指導者：立木かつ代 
文化祭出場や老人ホームへの慰問など行っていま
す。年齢は不問です！どうぞお気軽に覗いてみてく
ださい。月会費：500 円です。 
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可也公民館では現在７つの青少年サークル、３つの子育てサークルが活動しています。青少年育成団体は、毎週 1～２日運動室等を利用して、

スポーツや芸能に取り組んでいます。体力や技術の向上だけでなく、仲間同士の助け合う力や礼儀作法もきちんと指導されています。 

 

区分 団 体 名 活 動 曜 日 部 屋 活 動 時 間 会員数 

青少年 吉田剣道クラブ 毎週水、金曜日 運動室 １８：００～２０：００ 6 人 

青少年 志摩柔道スポーツ少年団 毎週火、土曜日 運動室 １7：45～２１：００ 18 人 

青少年 友納卓球 毎週木、土曜日 運動室 18：００～20：００ 21 人 

青少年 桜野柔道 毎週水、金曜日   運動室 １８：００～２1：００ 28 人 

青少年 華の会 子ども教室 第１・２・３・４木曜日   大研修室 １6：００～１8：００ 6 人 

青少年 子ども英会話 第１．２．３火曜日 和室 １５：００～２０：３０ 12 人 

青少年 Bises（ビズ 子どもダンス） 毎週火曜日 大、中 １７：００～２０：００ 13 人 

子育て じゃんこう 第１土曜・第２木曜日 中、和 １０：００～１３：００ 31 人 

子育て 自主保育おひさま遊ぼう会 月１回（第４金曜日） 大、和  ９：３０～１４：００ 15 人 

子育て ひよこクラブ 毎週水曜日 大研修室 １０：００～１２：００ 14 人 

※見学ご希望の方は、活動日に可也公民館までおいで下さい。（当日、急に休みになる場合もありますので 

事前に電話でお確かめください。可也公民館℡３２７－１７３４） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      
                                    
                                     
                                      
                                    《お詫び》 

                                              5 月号公民館だより裏面上部の行政区長

勝かい                                           紹介記事に於いて、川上晴久区長を「稲葉」 

                                     と誤って記載致しました。正しくは「稲留」 
                                     です。お詫びし訂正いたします。                                              

≪６月の主な行事≫ 

1 日（土） 9:30 アンビシャス広場（卓球） 

4 日（火）19:00 志摩地区市民ソフトボール大会代表者会 

5 日（水）19:00 区長会 

7 日（金）10:30 ぴかぴかシルバー「可也小でいも苗植え」 

9 日（日） 8:00 志摩地区市民ソフトボール大会 

１４日（金）18:30 三世代交流 GG 大会実行委員会 

１４日（金）10:00 ダーツ kaya 

 

 

 

 

  

      

 

１５日（土）10:00 アンビシャス広場（志摩歴史探検隊） 

２０日（木） 9:30 楽々ウォーキング「福岡市博物館」 

２２日（土）10:00 アンビシャス広場「いも苗植え」 
２３日（日）10:00 三世代交流グラウンドゴルフ大会 
２６日（水）10:00 男厨喰楽部「イタリア料理」  
２６日（水）10:00 かしまし学級「ハーバリウムボールペン作り」 

２７日（木）10:00 ダーツ kaya 

２７日（木）19:30 校子連球技大会説明会 
２９日（土） 9:30 アンビシャス広場（卓球） 

 

 

 

志摩地区 
市民ソフトボール大会 

 毎年恒例の志摩地区ソフト

ボール大会が、いよいよ開催さ

れます。出場される選手のみな

さん、ケガせずナイスプレーで

頑張って下さいね。 

開催日 6 月 9日（日） 
※開会式（志摩中 G） 

   8：00～8：20 

  試合（各会場） 

   9：00～16：00 

※閉会式（志摩中 G） 

  試合終了後 16：00 予定 

 

 

館長の独り言（８６回） 

燕（つばめ） 

 

 野外行事が多いこの季節、お天気が気にかかる。先日の中学校の体育祭は、天

候不良の為、一日順延で行われたが午後から雨に見舞われた。しかし、生徒達は

有り余る体力を発散し、元気に溌剌と競技を行っていた。雨上がりの夕刻、東の

空に大きな虹が淡い色で天高く伸びていた。そして西に目を向けると夕映えに浮

かぶ新緑の可也山を包むように麦畑が黄金色に輝き、中学生の健闘を讃えるよう

に観えた。 

 今年も公民館の軒先に近年減少傾向（４０年前の半数に減っている）にある、

越冬を終えたツバメが南の国から飛来した。ツバメは、水稲栽培の害虫を食べる

益鳥として農家では大切にされている。天敵であるカラスやヘビから人間の存在

で守ろうとしている。だから空家や人通りが無い場所、人には見えない場所には

営巣しない習性がある。賢く人間と共に生き、お互いを認め合いながら生きぬい

ている。 

ツバメにとっては、自然豊かで、優しい人の住む、この地を楽園と思い、飛び回

っている様に映る。そんな光景を眺めているとほっとする。そして繁殖を終え夏

の終わりには南の彼方へ旅立って行く。また、来年も戻ってくると期待する。          

因みに、限界集落には、ツバメは居ないそうである。 

これからもツバメが飛び交う我がまちであってほしいものである。             

 

無花果亭
いちじくてい

やーかー 

 

 


